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　全日空（ＡＮＡ）と全米桜祭り協会（ＮＣＢＦ）が共同で行っている桜の苗木寄贈プロジェ
クトの植樹式が、11 月13 日にバージニア州サウスレイクス高校（上写真）で、11 月19 日に
メリーランド州モンゴメリーブレア高校（下写真）で行われた。関連記事２面。

（紙面から）（紙面から）
パスポートが仕様変更	 （２面）パスポートが仕様変更	 （２面）
トランプ氏の起訴取り下げ	 （３面）トランプ氏の起訴取り下げ	 （３面）
新トランプ政権の移民法政策	 （４面）新トランプ政権の移民法政策	 （４面）
球場名はダイキン・パークに命名	 （５面）球場名はダイキン・パークに命名	 （５面）
インタビュー：圓岡悦子さん（後編）	 （11 面）インタビュー：圓岡悦子さん（後編）	 （11 面）

桜
で
つ
な
ぐ
日
米
友
好

共同通信社との契約により
記事のウェブでの観覧はできません。
紙面でお読みください。
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桜
の
苗
木
寄
贈
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　

サ
ウ
ス
レ
イ
ク
ス
高
校
と
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
ブ
レ
ア
高
で
植
樹
式

　さくらラジオが生まれ変わりまし
た！2017年より「耳でつながるコミュ
ニティー」をコンセプトにアメリカ日
系社会のラジオ局として放送してきま
した。そして11月 4日からは、全世界
で聴けるようになり、海外在住者向け
日系コミュニティーラジオを目指しま
す。もちろんアメリカ情報も満載です！
　下記リンクの再生ボタンよりお聴き
ください！
https://sakuraradio.com

★「かわら版 U S A」
　全米各地域の日系団体・コミュニ
ティーで活躍する方々へのインタ
ビューを通して、その地域での活動や
魅力をお伝えします。
　放送時間 毎週月曜日より
★「Hello America」
　全米向け情報番組。ニュース、ロー

カルリポート、アメリカで活動する日
本人へのインタビュー、各地のイベン
ト情報などなど、週替わりのキャスター
がそれぞれの地域から放送しています。
　毎週水曜日より
★ジョブナビ USA
　人材総合サービス会社インテレッセ・
インターナショナル・インクがお届け
する求人情報番組。アメリカ全土に支
店をもつ同社のネットワークの強みを
生かして、全米からの求職情報のみな
らず、生活情報も充実。
　水曜日放送
★「今月のオススメ児童書・絵本」
　オススメの絵本や大人も楽しめる児
童書まで、藤木優子とケイが毎月1冊
紹介する番組。
　水曜日放送
★「さくら新聞編集長 武末幸繁の明日
はどっちだ」
　錯綜する世界の政治、経済、社会を
さくら新聞編集長 武末幸繁が独自の視
点でわかりやすく解説します。
　水曜日放送

　各番組の詳しい情報は、HPよりご確
認ください

　

木
々
が
美
し
く
色
づ
い
た

10
月
下
旬
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州

に
あ
る
日
本
語
学
校
「
た
ん
ぽ

ぽ
学
園
」
で
、
子
育
て
支
援
な

ど
を
行
う
団
体
「
も
み
の
木
」

協
賛
に
よ
る
「
世
代
間
交
流

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
私
た

ち
た
ん
ぽ
ぽ
学
園
は
、
幼
稚

園
児
か
ら
小
学
生
ま
で
が
毎

週
土
曜
日
に
通
い
、
日
本
語
と

日
本
の
文
化
を
学
ぶ
学
校
で

す
。
そ
の
生
徒
た
ち
と
、
ワ
シ

ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
近
郊
に
暮
ら
す

主
に
日
本
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
持
つ
シ
ニ
ア
世
代
が

集
ま
っ
た
世
代
間
交
流
会
は
、

山
下
広
海
園
長
の
「
世
代
を
超

え
た
交
流
は
、
互
い
に
学
び
合

い
、
支
え
合
い
、
そ
し
て
成
長

す
る
貴
重
な
機
会
」
と
い
う
思

い
に
よ
っ
て
実
現
し
、
当
日

は
３
歳
か
ら
96
歳
ま
で
総
勢

１
５
０
人
ほ
ど
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　

 

幼
稚
園
児
に
よ
る
手
遊
び

歌
や
盆
踊
り
「
月
夜
の
ポ
ン

チ
ャ
ラ
リ
ン
」、
そ
し
て
小
学

生
の
ハ
ン
ド
ベ
ル
「
赤
と
ん

ぼ
」
や
歌
「
故
郷
」「
上
を
向

い
て
歩
こ
う
」、
そ
し
て
先
生

た
ち
に
よ
る
秋
の
歌
は
、
来
園

し
た
地
域
の
方
々
と
保
護
者

も
一
緒
に
歌
い
ま
し
た
。
保
護

者
に
よ
る
三
味
線
と
歌
の
披

露
も
あ
り
、
会
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
全
員
で
炭
坑

節
を
踊
っ
た
と
き
に
は
、
覚
え

た
て
の
振
り
付
け
を
一
生
懸

上坪雄之ＡＮＡワシントン支店長
（モンゴメリーブレア高校）

民
放
最
新
ド
ラ
マ
15
作
品
を
配
信

動
画
配
信
サ
ー
ビ
スJm

e

　

全
日
空
（
Ａ
Ｎ
Ａ
＝All 

Nippon Airways

）
と
全
米

桜
祭
り
協
会
（
Ｎ
Ｃ
Ｂ
Ｆ
＝

National Cherry Blossom 
Festival

）
が
共
同
で
行
っ

て
い
る
桜
の
苗
木
寄
贈
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
植
樹
式
が
、
バ
ー

ジ
ニ
ア
州
サ
ウ
ス
レ
イ
ク
ス

高
校
で
11
月
13
日
に
、
メ
リ
ー

ラ
ン
ド
州
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
ブ

レ
ア
高
校
で
11
月
19
日
に
行

わ
れ
た
。

　

２
０
１
７
年
か
ら
コ
ロ
ナ

禍
を
省
い
て
毎
年
、
Ａ
Ｎ
Ａ
が

桜
の
苗
木
を
30
本
寄
贈
し
て

お
り
、
日
米
の
友
好
の
し
る
し

と
し
て
Ｎ
Ｃ
Ｂ
Ｆ
と
共
に
、
ワ

シ
ン
ト
ン
首
都
圏
内
で
日
本

語
教
育
・
文
化
に
理
解
の
あ
る

学
校
に
植
樹
を
し
て
い
る
。
今

回
、
Ａ
Ｎ
Ａ
か
ら
は
上
坪
雄
之

ワ
シ
ン
ト
ン
支
店
長
、
Ｎ
Ｃ
Ｂ

Ｆ
か
ら
は
ダ
イ
ア
ナ
・
メ
イ

ヒ
ュ
ー
会
長
ら
が
出
席
。
サ

ウ
ス
レ
イ
ク
ス
高
校
で
は
セ

ワ
ー
ド
校
長
と
メ
イ
フ
ィ
ー

命
踊
る
子
ど
も
た
ち
と
、
な
め

ら
か
な
動
き
で
懐
か
し
そ
う

に
楽
し
む
地
域
の
方
々
の
笑

顔
が
会
場
に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

シニアはじめ地域の人々、保護者、子供たちで一緒に
炭坑節を踊った

祭りマンボを披露するダンスグループ

サ
ウ
ス
レ
イ
ク
ス
高
校
に
て

モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
ブ
レ
ア
高
校
に
て

ル
ド
先
生
が
、
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー

ブ
レ
ア
高
校
で
は
イ
ェ
イ
ツ

校
長
と
ゾ
ル
先
生
が
そ
れ
ぞ

れ
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
。

　

植
樹
式
で
は
両
高
校
の
日

本
語
ク
ラ
ス
の
生
徒
が
「
さ
く

ら
」
の
演
奏
・
合
唱
を
披
露
。

ま
た
、
日
本
語
と
英
語
で
俳
句

を
朗
読
し
、
出
席
者
一
同
を
感

動
さ
せ
た
。
全
日
空
は
教
育
委

員
会
や
地
元
の
理
解
が
あ
っ

て
こ
そ
の
日
本
語
教
育
で
あ

る
こ
と
に
感
謝
し
、
桜
の
木
を

通
じ
て
今
後
も
友
好
の
輪
を

広
げ
て
い
く
こ
と
に
意
欲
を

み
せ
た
。

　

桜
の
植
樹
式
は
今
後
、
ワ

シ
ン
ト
ン
日
本
語
継
承
セ
ン

タ
ー
が
毎
土
曜
日
に
利
用
し

て
い
る
ノ
ー
ウ
ッ
ド
ス
ク
ー

ル
、
大
和
西
高
校
と
姉
妹
校

の
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
フ
レ
ド

リ
ッ
ク
ダ
グ
ラ
ス
高
校
、
来
年

３
月
に
は
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ

の
ア
メ
リ
カ
ン
大
学
で
も
実

施
さ
れ
る
予
定
だ
。

の
中
高
校
生
や
保
護
者
と
地

域
の
方
々
と
で
、
テ
ー
ブ
ル
を

囲
ん
で
お
弁
当
を
食
べ
な
が

ら
、
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
交

流
を
深
め
ま
し
た
。
地
域
の

方
々
か
ら
は
「
お
子
様
た
ち
の

発
表
会
を
楽
し
く
拝
見
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
中
学
生
さ
ん
と

も
お
話
し
で
き
て
、
ず
い
ぶ
ん

若
返
っ
た
気
分
に
な
り
ま
し

た
。
楽
し
く
有
意
義
な
一
日
に

な
り
ま
し
た
」
と
い
っ
た
お
声

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

た
ん
ぽ
ぽ
学
園
に
通
う
子

ど
も
た
ち
の
中
に
は
祖
父
母

と
離
れ
て
暮
ら
す
ケ
ー
ス
も

多
く
、
日
本
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
持
つ“

じ
い
じ
・
ば
あ

ば”

世
代
、
あ
る
い
は
も
っ
と

上
の
世
代
の
人
た
ち
と
ふ
れ

あ
っ
た
こ
と
は
、
貴
重
な
体
験

に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
シ

ニ
ア
の
方
々
に
と
っ
て
も
、
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
時
間
と

な
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ほ

ど
嬉
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
折
に
触
れ
こ
の
よ
う

な
機
会
を
も
う
け
ら
れ
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。（
た
ん
ぽ

ぽ
学
園　

山
下
広
海
）

たんぽぽ学園で
世代間交流会

さくらラジオ
NYから世界配信開始
www.sakuraradio.com

全米をカバーする日本語インターネットラジオ
（時間はすべて東部時間）

　
　

日
本
の
ド
ラ
マ
や
映
画

な
ど
が
楽
し
め
る
動
画
配
信

サ
ー
ビ
スJme

（
ジ
ェ
イ
ミ
ー
）

が
現
在
日
本
で
放
送
中
の
最

新
民
放
ド
ラ
マ
15
作
品
を
一

挙
配
信
中
で
オ
ン
デ
マ
ン
ド

で
い
つ
で
も
視
聴
で
き
る
。

　

ド
ラ
マ
は
「
オ
ク
ト
－
2
」

（
読
売
テ
レ
ビ
）、「
嘘
解
き
レ

ト
リ
ッ
ク
」（
フ
ジ
テ
レ
ビ
）、

「
ダ
ブ
ル
チ
ー
ト　

偽
り
の
警

官 Season2

」（W
OW
OW

×

テ
レ
ビ
東
京
）、「Qros

（
キ
ュ

ロ
ス
）
の
女
」（
テ
レ
ビ
東
京
）、

「
つ
づ
井
さ
ん
」（
読
売
テ
レ

ビ
）、「
相
棒season23

」（
テ

レ
ビ
朝
日
） 

、「
ザ
・
ト
ラ
ベ

ル
ナ
ー
ス(

２
０
２
４)

」（
テ

レ
ビ
朝
日
）、「
ラ
イ
オ
ン
の
隠

れ
家
」（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）、「
バ
ン
ト

マ
ン
」(

東
海
テ
レ
ビ
）、「
マ

イ
ダ
イ
ア
リ
ー
」（
朝
日
放

送
）、「D&D 

～
医
者
と
刑
事

の
捜
査
線
～
」（
テ
レ
東
）、「
あ

の
ク
ズ
を
殴
っ
て
や
り
た
い

ん
だ
」（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）、「M

onster

」

（
関
西
テ
レ
ビ
）、「
わ
た
し
の

宝
物
」（
フ
ジ
テ
レ
ビ
）、「
民

王
Ｒ
」（
テ
レ
ビ
朝
日
）。

　
「
紅
白
歌
合
戦
」
も
ラ
イ
ブ

と
見
逃
し
配
信
で
楽
し
め
る
。

現
在
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

ク
ー
ポ
ン
コ
ー
ド
を
使
っ
て

新
規
加
入
す
る
と
、
最
初
の
１

か
月
目
が
50
％
オ
フ
（
25
ド
ル

が
12
・
50
ド
ル
）
に
な
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中
。
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ド
を
含

む
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
詳
細
は

www.watch.jme.tv

ま
で
。

パ
ス
ポ
ー
ト
が
仕
様
変
更

早
め
の
切
り
替
え
申
請
を　

　

日
本
の
パ
ス
ポ
ー
ト
は
、

偽
変
造
対
策
を
強
化
す
る
た

め
２
０
２
５
年
３
月
24
日
か

ら
人
定
事
項
ペ
ー
ジ
に
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
基
材
を
用
い
た

「
２
０
２
５
年
旅
券
」
の
発
給

を
開
始
す
る
。
こ
れ
に
伴
い
、 

来
年
３
月
24
日
以
降
は
申
請

か
ら
交
付
ま
で
最
短
で
も
２

週
間
以
上
か
か
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
た
め
在
米
日
本
国
大

使
館
で
は
、
手
持
ち
の
旅
券
の

有
効
期
限
が
十
分
か
確
認
し
、

早
め
の
旅
券
の
切
り
替
え
申

請
を
勧
め
て
い
る
。
旅
券
の
残

存
有
効
期
間
が
１
年
未
満
の

場
合
に
切
替
申
請
が
可
能
だ
。

ま
た
領
事
出
張
サ
ー
ビ
ス
や

郵
送
申
請
も
終
了
す
る
た
め

遠
方
の
人
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
申
請
を
進
め
て
い
る
。
詳

細
は
大
使
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

ま
で
（
９
面
参
照
）。

新
春
祭
り
は
１
月
26
日
に

　

２
０
２
５
年
の
ワ
シ
ン
ト

ン
新
春
祭
り
（
ワ
シ
ン
ト
ン
日

本
商
工
会
主
催
）
は
１
月
26
日

（
日
）
午
前
11
時
よ
り
午
後
３

時
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
メ
イ
ソ
ン
大

学
メ
イ
ソ
ン
ス
ク
エ
ア
（
ア
ー

リ
ン
ト
ン
・
キ
ャ
ン
パ
ス
）
で

行
わ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

詳
細
は
商
工
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トjcaw.org

ま
で
。
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　12 月は通常、ホリデーパーティー
や忘年会に出たり、家族と時間を過ご
したりする楽しい時期です。しかし今
年は、特に米国に住んでいれば、来年
に向けて不安を抱えている方も多いで
しょう。先月次期大統領が決まったこ
とで、早くも女性や黒人の方に対する
差別が学校の子供たちの間でも蔓延し
ていると報じられています。政治的意
見はどうあれ、マイノリティーである
限り、私たちの誰もが憎悪や暴力の対
象になりかねません。今回は、こういっ
た状況でどのように互いを慰め、連帯

感を表明すればよいかについて取り上
げます。
　米国における政治的分断は悪化する
一方ですが、普段付き合いのある人
と大体考えが似ているのは、悩みを共
有しやすいという意味ではありがたい
ことです。具体的な話に入るほどの親
しさでなくとも、ちょっとしたやり取
りの中で、There’s a lot going on, but I 
hope you’re hanging in there. と一言足
したり、I’m here if you’d ever like to talk 
about anything. We’re all in this together. 
と声をかけたりできます。
　また、頻繁に政治家の批判の対象と
なっている中南米の移民、戸別訪問
をしたりしてハリス副大統領の選挙活
動に積極的に携わっていた人たちな
ど、より辛い立場にいるであろう人は
多くいます。そういった人たちに対
し、I can only imagine how much more 
difficult it must be for you. と 手 を 差 し
伸べたり、I was shocked to hear about 
his latest policy on immigrants, but are 
you and your family doing ok? と聞いた

りすることができます。
　お互いに行動を呼びかけることもで
きます。コミュニティーで活動する米
国籍の人には、I think you’re a wonderful 
leader. If you ever run for office, I would 
love to support you! と支持を表明でき
ます。また、デモ行進や抗議に参加す
ることは、たとえ具体的な成果につな
がらなかったとしても同志に囲まれて
ほっとする機会となります。Why don’t 
we have brunch on Sunday, and join this 
march afterwards? と何かのついでに行
けば、今まで政治的なことに抵抗のあっ
た人も誘いやすいかもしれません。ま
た、いずれにせよお金を使うなら、支
援 で き る 相 手 を 考 え、This is a list of 
women-owned businesses in the DC 
area. Do you want to check out any of 
them with me? と友人に声をかけたり、
Let’s go support immigrants! と、移民が
家族で営む小さなレストランに出かけ
たりするだけでも一つの行動です。
　異なる大陸で二つの大きな戦争が続
き、気候変動が悪化する中で、社会的

にも辛いことが多く、ポジティブな気
持ちを維持しづけるのは難しい状況で
す。でも、そんな時だからこそ、声を
かけ合って団結力を強め、なるべく明
るい話に焦点を当てつつ、できること
をしていきたい
ものです。
■プロフィール
　シアトルで生ま
れ、ホノルルと東
京 で 育 つ。Shiori 
Communications, 
LLC の代表として、
ワ シ ン ト ン DC を
中心に、通訳、執筆活動などを展開。日米
をつなぐ言葉の仕事に情熱を注いできた。
過去には米日カウンシルや在米・在英日本
大使館の広報チームで勤務。通訳者として
は、日米各地でハイレベルの会議、人的交
流プログラムなどを担当。ダートマス大学
で学士号、コロンビア大学の国際公共政策
大学院とジャーナリズム大学院で修士号を
取得。ブログ「tabula sarasara」、ポッドキャ
スト「CrossWorld Puzzles」更新中。

 連帯感の表明の仕方
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新
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
移
民
法
政
策
　

　

来
年
１
月
に
発
足
す
る
新

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
、
徹
底
的
な

移
民
法
取
り
締
ま
り
方
針
を

実
行
に
移
す
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
ま
ず
、
バ
イ
デ
ン
政
権

に
よ
り
設
け
ら
れ
た
様
々
な

移
民
関
連
政
策
を
撤
回
し
、
ト

ラ
ン
プ
前
政
権
時
の
規
制
強

化
が
復
活
す
る
と
見
込
ま
れ

ま
す
。
特
に
国
境
警
備
や
不
法

滞
在
者
取
締
の
強
化
、
Ｄ
Ａ
Ｃ

Ａ
や
Ｔ
Ｐ
Ｓ
な
ど
の
人
道
的

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
廃
止
、
イ
ス
ラ

ム
圏
か
ら
の
外
国
人
の
入
国

禁
止
、
抽
選
永
住
権
制
度
の
廃

止
、
公
的
扶
助
制
限
規
定
の
復

活
、
さ
ら
に
、
一
時
就
労
ビ
ザ
、

就
労
許
可
証
、
亡
命
者
な
ど
に

対
す
る
規
定
を
設
け
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
下
記
に
今
後
の

主
な
注
目
点
に
つ
い
て
解
説

し
ま
す
。

【
職
場
捜
査
】

　

ア
メ
リ
カ
に
不
法
に
滞
在

す
る
外
国
人
に
対
し
て
大
掛

か
り
な
大
量
強
制
送
還
を
実

行
す
る
た
め
に
、
移
民
捜
査

局
に
よ
る
大
規
模
な
職
場
へ

の
立
入
捜
査
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
毎
年
百
万
人
以
上
の
不
法

外
国
人
の
退
去
を
す
る
た
め

に
今
後
10
年
以
上
に
わ
た
り

９
６
７
９
億
ド
ル
の
費
用
が

か
か
る
と
発
表
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
突
然
の
立
入

ま
で
の
時
間
が
大
幅
に
長
く

な
り
ま
し
た
。
バ
イ
デ
ン
政
権

下
で
は
面
接
免
除
が
多
く
な

り
ま
し
た
が
、
新
ト
ラ
ン
プ
政

権
は
全
員
面
接
を
復
活
さ
せ

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
バ
イ
デ
ン
政
権
は
永

住
権
申
請
時
の
就
労
許
可
証

の
有
効
期
限
を
５
年
に
延
ば

し
、
健
康
診
断
の
有
効
期
限
を

無
期
限
に
変
更
し
ま
し
た
が
、

新
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
こ
れ
ら

の
措
置
を
撤
回
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
低
所

得
者
が
ア
メ
リ
カ
の
生
活
保

護
の
対
象
と
な
ら
な
い
よ
う

に
、
新
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
公
的

扶
助
規
則
を
復
活
さ
せ
て
、
移

民
申
請
の
基
準
を
厳
し
く
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

【
米
国
市
民
権
】

　

新
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
前
任

期
同
様
に
、
詐
欺
や
そ
の
他
違

法
な
手
段
で
米
国
市
民
権
を

取
得
し
た
者
を
起
訴
し
、
米
国

市
民
権
を
取
り
消
す
措
置
を

復
活
さ
せ
る
と
予
想
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
出
生
地
主
義
に
よ

る
自
動
的
な
米
国
市
民
権
付

与
を
廃
止
し
、
両
親
の
い
ず
れ

か
が
米
国
市
民
あ
る
い
は
米

国
永
住
権
保
持
者
で
あ
る
こ

と
を
条
件
に
入
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

【E-Verify/G Verify

】　

　

現
在
で
は
、
新
入
社
員

の
ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
番
号
を
確
認
す
る

E-Verify

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
加
盟

は
各
州
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ

大蔵昌枝弁護士
プロフィール
　 ジ ョ ー ジ ア 州
弁 護 士。 ア ト ラ
ン タ に あ る Taylor 
English Duma LLP 
法 律 事 務 所 勤 務。
東京外国語大学中
国語学科卒業後、日本にて証券会社や製
造会社の国際事業部をの勤務を経て、97
年に米国公認会計士試験に合格。2002
年サウス・カロライナ州サウス・カロラ
イナ大学ロースクールおよびビジネスス
クールを卒業。経営学修士号（MBA）、法
学博士号（JD）を取得。現在は弁護士と
して移民法やその他の相談などを行って
おり、日本語、英語、中国語で対応できる。

【
就
労
ビ
ザ
】　

　

バ
イ
デ
ン
政
権
は
、
就
労

ビ
ザ
の
申
請
に
関
し
、
初
回

の
申
請
が
審
査
さ
れ
承
認
さ

れ
て
い
れ
ば
、
延
長
申
請
の

審
査
は
簡
素
化
す
る
よ
う
に

方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
が
、

新
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
前
任
期

同
様
、
同
じ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の

延
長
申
請
で
あ
っ
て
も
初
回

申
請
時
と
同
様
に
厳
し
く
審

査
す
る
方
針
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
ト
ラ
ン
プ
前
政
権
時
に

は
、
こ
の
た
め
に
同
じ
ポ
ジ

シ
ョ
ン
の
延
長
申
請
で
却
下

さ
れ
た
Ｈ-

1B
社
員
数
多
く
が

出
国
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
り
、
大
き
な
問
題
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
米
国
移
民
局
が
各

種
ビ
ザ
の
承
認
通
知
書
を
発

行
す
る
前
に
、
詐
欺
調
査
部

門
の
審
査
を
義
務
付
け
る
こ

と
も
示
唆
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
に
よ
り
審
査
時
間
が
長
引

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
ト
ラ
ン
プ
前
政
権

時
に
家
族
の
滞
在
資
格
延
長

申
請
時
に
指
紋
押
捺
が
義
務

つ
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
バ
イ

デ
ン
政
権
時
に
は
指
紋
が
免

除
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
み
ら

れ
ま
し
た
。
新
ト
ラ
ン
プ
政

権
は
、
指
紋
押
捺
義
務
を
復

活
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
て

お
り
、
こ
れ
に
よ
り
移
民
局

の
滞
在
資
格
延
長
や
変
更
申

請
の
審
査
時
間
が
長
引
く
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

【
永
住
権
申
請
】

　

以
前
は
雇
用
ベ
ー
ス
の
永

住
権
申
請
者
は
、
飲
酒
運
転

や
そ
の
他
の
逮
捕
歴
や
違
反

事
項
が
あ
る
申
請
者
の
み
が

面
接
に
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た

が
、
前
ト
ラ
ン
プ
政
権
時
に

全
員
の
面
接
が
義
務
つ
け
ら

れ
た
た
め
に
、
永
住
権
取
得

て
い
ま
す
が
、
新
ト
ラ
ン
プ
政

権
はE-Verify

プ
ロ
グ
ラ
ム
加

入
を
義
務
付
け
る
か
、
あ
る

い
は
紙
面
の
Ｉ-

９
フ
ォ
ー
ム

を
廃
止
し
て
新
た
にG-Verify

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
け
、
既
存
の

E-Verify

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
同
様

に
雇
用
主
に
オ
ン
ラ
イ
ン
シ

ス
テ
ム
で
従
業
員
の
就
労
許

可
を
確
認
す
る
こ
と
を
義
務

付
け
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
本
ニ
ュ
ー
ス
記
事
に
関
す

る
注
意
事
項
（DISCLAIMER

）

　

本
雇
用
・
労
働
・
移
民
法

ニ
ュ
ー
ス
記
事
は
弁
護
士
と

し
て
法
律
上
ま
た
は
専
門
的

な
ア
ド
バ
イ
ス
の
提
供
を
意

図
し
た
も
の
で
は
な
く
、
一
般

的
情
報
の
提
供
を
目
的
と
す

る
も
の
で
す
。
ま
た
、
記
載

さ
れ
て
い
る
情
報
に
関
し
て

は
、
で
き
る
だ
け
正
確
な
も

の
に
す
る
努
力
を
し
て
お
り

ま
す
が
、
正
確
さ
に
つ
い
て
の

保
証
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か

も
、
法
律
や
政
府
の
方
針
は
頻

繁
に
変
更
す
る
も
の
で
あ
る

た
め
、
実
際
の
法
律
問
題
の
処

理
に
当
っ
て
は
、
必
ず
専
門
の

弁
護
士
も
し
く
は
専
門
家
の

意
見
を
求
め
て
下
さ
い
。
テ

イ
ラ
ー
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・

ド
ゥ
マ
法
律
事
務
所
お
よ
び

筆
者
は
こ
の
記
事
に
含
ま
れ

る
情
報
を
現
実
の
問
題
に
適

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ

る
結
果
や
損
失
に
関
し
て
何

ら
責
任
も
負
う
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご

承
知
お
き
下
さ
い
。
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捜
査
や
強
制
送
還
は
家
族
の

離
別
を
も
た
ら
し
、
差
別
行
為

に
発
展
す
る
リ
ス
ク
を
秘
め

て
い
ま
す
。
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ａ
な
ど
の

移
民
労
働
者
に
頼
っ
て
い
る

産
業
は
経
済
的
な
打
撃
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い

の
で
、
労
働
者
確
保
の
対
策
を

早
め
に
検
討
し
た
ほ
う
が
よ

い
で
し
ょ
う
。

【
Ｆ-

１
／
Ｍ-

１
／
Ｊ-

１
】　
　

　
現
在
Ｆ
、
Ｍ
、
Ｊ
な
ど
の
学

生
・
交
換
留
学
ビ
ザ
で
滞
在
し

て
い
る
も
の
は
、
Ｉ-

94
に
特

定
の
滞
在
期
間
が
書
か
れ
て

い
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
ビ
ザ
種

類
の
滞
在
期
限
はDuration 

of Stay

（
Ｄ
／
Ｓ
）
と
記
載
が

あ
り
、
つ
ま
り
Ｉ-

20
や
Ｉ-

２
０
１
９
の
有
効
期
間
ま
で

滞
在
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

新
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
Ｄ
／
Ｓ

代
わ
り
に
特
定
日
を
記
載
す

る
こ
と
に
よ
り
、
オ
ー
バ
ー
ス

テ
イ
の
取
り
締
ま
り
を
強
化

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
学
生
は
１

年
間
の
Ｏ
Ｐ
Ｔ
を
さ
ら
に
２

年
間
延
長
で
き
ま
す
が
、
新
ト

ラ
ン
プ
政
権
は
こ
れ
を
撤
回

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、「
敵
国
」
と
み
な
さ
れ

る
国
の
出
身
者
の
学
生
ビ
ザ

（
Ｆ-

１
／
Ｍ-
１
／
Ｊ-

１
）

の
発
行
を
制
限
す
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
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Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

帰
国
生
７
人
を
迎
え
総
領
事
公
邸
で
交
流

ポ
ス
ト
・
ヒ
ュ
ー
ス

ト
ン
を
満
喫

11
月
の
日
本
人
会
懇
親
会

取
得
し
、「
ダ
イ
キ
ン
・
パ
ー

ク
」
と
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
契
約
を
締
結
し
た
。
契
約
期

間
は
２
０
２
５
年
１
月
１
日

か
ら
２
０
３
９
年
シ
ー
ズ
ン

ま
で
の
15
年
間
。

　

Ｍ
Ｌ
Ｂ
チ
ー
ム
の
本
拠
地

球
場
の
命
名
権
を
日
系
企
業

が
取
得
す
る
の
は
初
め
て
と

な
る
。
今
後
、球
団
と
連
携
し
、

教
育
・
地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通

じ
て
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
地
域
社

会
へ
の
貢
献
を
め
ざ
す
。

　

ダ
イ
キ
ン
・
パ
ー
ク
と
し
て

の
初
の
試
合
は
、
２
０
２
５
年

３
月
24
日
（
現
地
時
間
）
の
ア

ス
ト
ロ
ズ
対
シ
ュ
ガ
ー
ラ
ン

ド
・
ス
ペ
ー
ス
カ
ー
ボ
ー
イ
ズ

（
ア
ス
ト
ロ
ズ
傘
下
３
Ａ
）
の

エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
と

な
る
。
ま
た
、
２
０
２
５
年

の
Ｍ
Ｌ
Ｂ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
シ
ー

ズ
ン
は
３
月
27
日
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・
メ
ッ
ツ
を
迎
え
ダ
イ

キ
ン
・
パ
ー
ク
で
開
幕
す
る
。

　

ダ
イ
キ
ン
工
業
株
式
会
社

の
米
国
子
会
社
で
あ
る
ダ
イ

キ
ン
・
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
ズ
・
ノ
ー
ス
ア
メ
リ
カ

社
（
以
下
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
社
）
は
、

　

人
口
で
米
国
第
４
位
の
規

模
を
誇
る
、
米
南
部
テ
キ
サ
ス

州
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
に
本
拠
地

を
置
く
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
・
ア
ス

ト
ロ
ズ
は
、
１
９
６
２
年
に
創

設
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
ン
リ
ー

グ
西
地
区
所
属
の
球
団
。
近
年

で
は
２
０
１
７
年
、
２
０
２
２

年
に
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ
優

勝
を
果
た
し
た
ほ
か
、
リ
ー
グ

優
勝
や
地
区
優
勝
を
多
数
経

験
す
る
な
ど
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ
に
お
け

る
強
豪
チ
ー
ム
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
。
２
０
２
４
年
シ
ー

ズ
ン
に
は
菊
池
雄
星
選
手
が

プ
レ
ー
し
、
過
去
に
は
青
木
宣

親
選
手
（
２
０
１
７
）、
松
井

稼
頭
央
選
手
（
２
０
０
８
～

２
０
１
０
）
が
所
属
す
る
な

ど
、
複
数
の
日
本
人
選
手
が
ア

ス
ト
ロ
ズ
で
活
躍
し
て
き
た
。

　

空
調
を
中
心
に
事
業
展
開

す
る
ダ
イ
キ
ン
は
、
グ
ル
ー
プ

全
体
で
米
国
内
に
２
万
２
千

人
以
上
の
従
業
員
を
擁
し
て

い
る
。
米
国
に
お
け
る
中
核

子
会
社
で
あ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
社
は
、

２
０
１
７
年
に
約
５
億
ド
ル

を
投
じ
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
近
郊

に
住
宅
用
・
業
務
用
空
調
機
、

暖
房
機
器
な
ど
を
開
発
・
生
産

Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
歴
史
に

も
触
れ
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ

た
関
係
者
の
努
力
に
よ
っ
て

１
９
８
７
年
の
開
始
以
来
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
拡
大
を
続
け
、
現

在
ま
で
に
累
計
８
万
人
以
上

が
参
加
し
て
い
る
こ
と
を
紹

介
し
た
。
最
後
に
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
得
た
経

験
を
活
か
し
、
今
後
も
日
本
と

米
国
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
と
し

て
活
躍
し
て
ほ
し
い
と
期
待

を
寄
せ
た
。

　

続
い
て
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
同
窓
会
組

織
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ａ
Ａ
テ
キ
サ
ス
・

オ
ク
ラ
ホ
マ
支
部
、
以
下
Ｊ
Ｅ

Ｔ
Ａ
Ａ
）
の
テ
イ
ラ
ー
・
キ
ャ

ン
ベ
ル
会
長
が
乾
杯
の
音
頭

を
取
り
、
帰
国
者
を
新
メ
ン

バ
ー
と
し
て
歓
迎
し
た
。

　

帰
国
者
７
名
は
、
日
本
で
の

思
い
出
や
、
今
後
の
目
標
や

キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
話
し
た
。

Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ａ
Ａ
か
ら
は
、
同
組
織

の
活
動
や
帰
国
後
の
キ
ャ
リ

米
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
ベ
ー
ス

ボ
ー
ル
（
Ｍ
Ｌ
Ｂ
）
の
ヒ
ュ
ー

ス
ト
ン
・
ア
ス
ト
ロ
ズ
の
本
拠

地
球
場
（
現
：
ミ
ニ
ッ
ツ
メ

イ
ド
・
パ
ー
ク
）
の
命
名
権

　

第
４
回
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
早

慶
戦
ゴ
ル
フ
が
10
月
27
日
日

曜
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
の
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
・
オ
ブ
・
ヒ
ュ
ー
ス
ト

ン
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
で

開
催
さ
れ
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
２
０
１
９

年
の
第
３
回
以
来
、
５
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
っ
た
。

球
場
名
が
ダ
イ
キ
ン
・
パ
ー
ク
に

ア
ス
ト
ロ
ズ
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
締
結

　

当
日
は
最
高
気
温
31
度
と

い
う
快
適
な
天
候
の
中
、
17
人

の
参
加
者
が
母
校
の
名
誉
を

か
け
て
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー

で
競
い
合
っ
た
。
結
果
、
団
体

戦
で
は
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
三
田

会
が
見
事
な
勝
利
を
収
め
た
。

個
人
戦
で
は
ベ
ス
グ
ロ
（
75
）

の
三
田
会
生
駒
先
生
が
優
勝

長
沼
総
領
事
（
前
列
左
）
と

帰
国
生
ら

キ
ャ
ン
ベ
ル
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ａ
Ａ
テ
キ

サ
ス
・
オ
ク
ラ
ホ
マ
支
部
会
長

ア
に
つ
い
て
紹
介
し
、
帰
国
者

の
活
動
を
後
押
し
し
た
。

　

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、
帰
国

者
と
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ａ
Ａ
の
ほ
か
に
、

Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
支
援
者
、

当
地
日
本
関
係
団
体
、
日
系
企

業
関
係
者
等
約
30
名
が
出
席

し
、
帰
国
者
は
、
日
本
関
係
団

体
や
日
本
企
業
関
係
者
と
交

流
を
深
め
た
。

　

在
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
日
本
国

総
領
事
館
は
10
月
25
日
、
帰
国

し
た
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
参

加
者
（
以
下
「
帰
国
者
」）
を

歓
迎
す
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を

総
領
事
公
邸
で
開
催
し
た
。

　

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
、
日
本
で

の
任
期
を
終
え
て
テ
キ
サ
ス

州
と
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
に
戻
っ

て
き
た
帰
国
者
を
歓
迎
す
る

と
と
も
に
、
当
地
の
日
本
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
を
図
る
場
と
し

て
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
。

 　
冒
頭
、
長
沼
善
太
郎
在

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
日
本
国
総
領

事
は
、
帰
国
者
に
対
し
、
各
赴

任
地
に
お
い
て
英
語
教
育
や

米
国
の
親
善
大
使
と
し
て
多

大
な
貢
献
を
し
た
こ
と
へ
の

謝
意
を
述
べ
た
。
そ
の
後
、
Ｊ

す
る
北
米
最
大
の
空
調
生
産

拠
点
「
ダ
イ
キ
ン
・
テ
キ
サ
ス
・

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
パ
ー
ク
を
設

立
し
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
大
都
市

圏
で
約
１
万
人
の
雇
用
を
提

供
し
て
い
る
。

▽
ア
ス
ト
ロ
ズ
の
ジ
ム
・
ク
レ

イ
ン
・
オ
ー
ナ
ー
兼
会
長
の
コ

メ
ン
ト　

　

ア
ス
ト
ロ
ズ
と
ダ
イ
キ
ン

は
、
卓
越
性
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
と
地
域
社
会
へ
の
貢
献

と
い
う
同
じ
価
値
観
を
共
有

し
て
い
ま
す
。
２
０
２
５
年
に

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
の
25
周
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
ダ
イ
キ
ン

と
共
に
こ
れ
か
ら
も
フ
ァ
ン

に
特
別
な
思
い
出
を
提
供
で

き
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま

す
。

▽
Ｄ
Ｎ
Ａ
社
の
赤
間
悟
社
長

兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
コ
メ
ン
ト

　

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
・
ア
ス
ト
ロ

ズ
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

結
び
、
ス
ポ
ー
ツ
と
地
域
社
会

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
お
け

る
卓
越
性
と
い
う
共
有
価
値

を
基
盤
に
、
プ
レ
ミ
ア
ム
な
地

位
を
築
い
て
い
け
る
こ
と
を

大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
日
本
人
会

の
11
月
の
懇
親
会
が
11
月
１

日
、
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の
フ
ラ
ン

ク
リ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
に
あ

る
ポ
ス
ト
・
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン

（POST Houston

）
で
開
催
さ

れ
た
（
＝
写
真
＝
）。

　

ポ
ス
ト
・
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
は

旧
中
央
郵
便
局
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
た
複
合
エ
ン
タ
メ

施
設
。
今
回
の
懇
親
会
で
は
１

階
の
メ
イ
ン
バ
ー
で
乾
杯
後
、

ク
リ
ス
マ
ス
で
綺
麗
に
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
屋
上
庭
園

を
散
策
し
、
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の

夜
景
を
愉
し
ん
だ
。

　

ポ
ス
ト
・
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
で

は
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
企
業
イ
ベ

ン
ト
な
ど
が
様
々
な
広
さ
の

ホ
ー
ル
の
あ
る
２
～
３
階
で

開
催
さ
れ
て
い
る
。
10
月
に
は

２
階
で
「Japanese Sake & 

Food Festival 

」
も
開
催
さ
れ

た
。
１
階
の
常
設
エ
リ
ア
に
は

個
性
的
な
レ
ス
ト
ラ
ン
が
集

ま
る
フ
ー
ド
ホ
ー
ル
が
あ
り
、

い
ろ
い
ろ
な
国
の
料
理
が
楽

し
め
る
。
イ
ン
テ
リ
ア
や
ア
ク

セ
サ
リ
ー
と
い
っ
た
小
物
の

お
店
も
あ
り
、
会
員
の
清
水
氏

が
運
営
す
る
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
・

ス
ト
ア
「TOKYO SYORY

」

は
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
大
人

も
集
め
た
く
な
る
カ
プ
セ
ル

ト
イ
が
充
実
し
て
い
て
大
人

気
だ
。

　

こ
の
施
設
の
最
大
の
魅
力

は
、
今
回
の
懇
親
会
で
も

楽
し
ん
だ
屋
上
庭
園
（Sky 

Lawn

）。
遊
歩
道
に
沿
っ
て
ベ

ン
チ
が
置
か
れ
た
り
、
噴
水
が

あ
っ
た
り
、
そ
こ
が
ビ
ル
の

屋
上
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
緑

が
あ
ふ
れ
た
素
敵
な
空
間
に

な
っ
て
い
る
。
野
外
ス
テ
ー
ジ

も
あ
り
コ
ン
サ
ー
ト
や
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
る
こ
と

新球場名は 11月 18日、ミニッツメイド・パークで発表された。

早慶ゴルフ大会参加者一同

し
た
。

 　
同
日
夜
に
は
、
チ
ャ
イ

ナ
タ
ウ
ン
に
あ
る
シ
ン
シ
ン

（Sinh Sinh

）
レ
ス
ト
ラ
ン
の

大
広
間
で
早
慶
懇
親
会
が
行

わ
れ
、
出
場
者
の
家
族
や
新
た

な
メ
ン
バ
ー
を
含
む
24
名
が

参
加
し
た
。
グ
リ
ー
ン
上
で
の

真
剣
な
プ
レ
ー
と
は
対
照
的

に
、
懇
親
会
は
和
や
か
な
雰
囲

気
で
進
行
し
、
参
加
者
た
ち
は

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
で
の
縁
を
感

じ
な
が
ら
酒
を
酌
み
交
わ
し
、

両
校
の
親
睦
を
深
め
た
。

　

懇
親
会
の
最
後
に
は
、
元

慶
應
應
援
指
導
部
代
表
に
よ

る
「
若
き
血
」
や
「
紺
碧
の
空
」

の
サ
プ
ラ
イ
ズ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
披
露
さ
れ
、
盛
況
の
う

ち
に
幕
を
閉
じ
た
。
ヒ
ュ
ー
ス

ト
ン
で
の
早
慶
戦
ゴ
ル
フ
は
、

競
技
だ
け
で
な
く
、
参
加
者
同

士
の
絆
を
深
め
る
素
晴
ら
し

い
機
会
と
な
っ
た
。

も
あ
る
。

　

懇
親
会
の
後
は
有
志
で
ア

ジ
ア
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
が
開

催
し
て
い
た
「
ナ
イ
ト
・
マ
ー

ケ
ッ
ト
」
を
訪
ね
た
。
５
千
人

以
上
の
来
客
で
賑
わ
っ
て
お

り
、
日
本
か
ら
は
新
潟
市
が

ブ
ー
ス
を
出
し
て
日
本
酒
や

特
産
品
を
紹
介
し
て
い
た
。
こ

こ
で
は
屋
台
巡
り
と
屋
外
ラ

イ
ブ
を
楽
し
み
、
一
度
で
２
回

分
楽
し
め
た
懇
親
会
と
な
っ

た
。
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一
言
で
膝
の
痛
み
と
言
っ

て
も
、
外
部
か
ら
の
大
き
な

衝
撃
に
よ
っ
て
生
じ
る
靭
帯

断
裂
や
膝
蓋
骨
骨
折
な
ど
の

急
性
的
な
も
の
か
ら
加
齢
に

伴
っ
て
起
き
る
骨
の
変
形
性

に
よ
る
膝
の
痛
み
な
ど
様
々

で
す
。

　

特
に
50
代
以
降
の
膝
痛
は
、

急
性
の
症
状
と
は
異
な
り
、
立

ち
上
が
る
時
だ
け
に
痛
み
を

感
じ
始
め
、
膝
を
曲
げ
る
、
伸

ば
す
動
作
が
困
難
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
が
で
き
な
い
、
歩
く
と
き
に

痛
い
な
ど
徐
々
に
日
常
生
活

に
支
障
が
出
て
く
る
の
が
特

徴
で
す
。
悪
化
す
る
と
膝
の
関

節
に
あ
る
軟
骨
が
老
化
に
よ

り
少
し
ず
つ
す
り
減
っ
て
、
結

果
と
し
て
変
形
性
膝
関
節
症

を
発
症
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
と
く
に
中
高
年
に
多
く
、

女
性
の
発
症
率
が
男
性
よ
り

も
多
い
で
す
。

　

そ
の
要
因
と
し
て
、
加
齢
に

よ
る
骨
密
度
の
減
少
、
特
に
更

年
期
後
の
女
性
は
、
女
性
ホ
ル

モ
ン
の
１
つ
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン

が
減
少
し
ま
す
。
エ
ス
ト
ロ
ゲ

ン
は
骨
の
形
成
を
促
し
、
骨
の

吸
収
を
抑
え
る
働
き
が
あ
り
、

そ
の
結
果
、
骨
密
度
が
減
り
、

関
節
症
に
な
り
や
す
く
な
り

ま
す
。
そ
の
他
の
原
因
と
し
て

体
重
過
多
に
よ
る
膝
へ
の
負

担
、
車
の
修
理
工
や
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
な
ど
、
仕
事
や
趣
味
に
よ

る
長
時
間
、
長
期
間
作
業
で
生

じ
る
膝
へ
の
負
担
、
ま
た
骨

折
、
靱
帯
や
半
月
板
損
傷
な
ど

の
外
傷
の
後
遺
症
と
し
て
発

症
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
整
形
外
科
で

は
痛
み
止
め
や
ス
テ
ロ
イ
ド

注
射
を
打
っ
て
一
時
的
に
痛

み
を
取
り
、
そ
の
後
、
リ
ハ
ビ

リ
を
行
っ
て
、
膝
周
辺
の
筋
肉

を
鍛
え
、
同
時
に
可
動
域
を
改

善
さ
せ
ま
す
。
特
に
重
要
な
の

は
、
膝
の
ま
わ
り
の
筋
肉
を
ス

ト
レ
ッ
チ
と
筋
力
強
化
で
整

え
、
な
る
べ
く
膝
関
節
に
負
担

を
か
け
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
で
す
。　

　
　

　
　

　　

大
腿
四
頭
筋
（
図
１
）
は
膝

関
節
の
の
伸
展
に
お
い
て
と

て
も
重
要
な
筋
肉
で
す
。
こ
の

筋
肉
が
弱
い
と
膝
が
曲
が
っ

て
し
ま
い
、
歩
行
動
作
に
影
響

を
与
え
る
の
で
、
し
っ
か
り
鍛

え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
図
６
の

ス
ク
ワ
ッ
ト
は
、
両
足
を
肩
幅

よ
り
や
や
広
げ
て
、
な
る
べ
く

膝
を
ゆ
っ
く
り
深
く
曲
げ
て
、

10
回
、
３
セ
ッ
ト
を
目
安
に
行

い
ま
す
。
四
頭
筋
と
共
に
臀
部

の
筋
肉
も
鍛
え
ら
れ
、
膝
の
動

き
と
深
く
関
係
す
る
骨
盤
も

安
定
さ
せ
る
の
で
、
ぜ
ひ
行
っ

て
み
て
下
さ
い
。

　

大
腿
四
頭
筋
以
外
に
も
３

つ
の
筋
肉
が
膝
関
節
に
付
い

て
い
ま
す
（
図
２
）。
こ
れ
ら

の
筋
肉
が
硬
い
と
膝
関
節
が

正
常
な
位
置
に
安
定
し
な
い

の
で
こ
の
３
つ
の
筋
肉
の
ス

ト
レ
ッ
チ
も
重
要
で
す
（
図
３

〜
図
５
）。
ハ
ム
ス
ト
リ
ン
グ

ス
は
太
も
も
の
裏
側
に
付
い

て
い
る
筋
肉
で
膝
の
裏
ま
で

伸
び
て
い
る
長
い
筋
肉
で
す
。

こ
の
筋
肉
が
硬
い
と
、
股
関
節

の
可
動
域
が
減
り
、
足
が
前
に

出
に
く
く
な
り
、
膝
に
負
担
が

か
か
る
の
で
、
し
っ
か
り
伸
ば

し
ま
し
ょ
う
（
図
５
）。

　

最
後
に
骨
盤
が
歪
ん
で
い

る
と
足
の
長
さ
に
左
右
差
が

で
き
、
ど
ち
ら
か
の
膝
に
負
担

が
か
か
り
ま
す
。
長
期
間
そ
の

第
4
回
　
膝
の
痛
み
の
原
因
と
予
防
法

図 1図 2

図 3図 4図 5図 6

ま
ま
の
状
態
で
、
運
動
を
し
た

り
日
常
生
活
を
続
け
て
い
る

と
後
々
、
股
関
節
、
膝
関
節
の

関
節
症
を
発
症
さ
せ
る
要
因

に
も
な
り
ま
す
の
で
、
痛
み
が

な
く
て
も
定
期
的
に
専
門
家

に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
う
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

＊　

＊　

＊

ド
ロ
リ
ン
ガ
ー
真
紀
　

　

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク

大
学
卒
業
後
、
カ
ル
フ
ォ
ル

ニ
ア
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
で
豊

富
な
臨
床
経
験
を
積
み
、
そ
の

後
、
ユ
タ
州
で
の
開
業
を
経

て
、
２
０
２
２
年
よ
り
、
テ
キ

サ
ス
州
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
に Pro 

Relief Chiropractic 

を
オ
ー

プ
ン
。
テ
キ
サ
ス
州
公
認
カ
イ

ロ
プ
ラ
ク
タ
ー
。



　子どもたちの SDGsの知識を増やし、 豊かな学力を
育み、思考力を高めることを目的として設立された
米・SDGs 教育 NPO 法人ブルーエッグス（Blueggs 
Environmental　Education)による SDGsクイズの連載コ
ーナーです。第９回は SDGsの目標 12の「つくる責任つ
かう責任」がテーマです。クイズにチャレンジして SDGs
についていっしょに考えてみませんか？
( 解答は 11ページ）

■ SDGs とは
　貧困、紛争、気候変動、感染症など人類はこれ
までになかったような数多くの問題に直面してい
る。これらの問題を解決するため、２０１５年９
月の国連サミットで加盟国の全会一致で「持続可
能な開発のための２０３０アジェンダ」が採択さ
れ、「持続可能な開発目標」（SDGs：Sustainable 
Development Goals）が掲げられた。２０３０年ま
でに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標だ。
17のゴール、169のターゲットから構成され、地
球上の「誰一人取り残さない」ことを誓っている。
発展途上国だけでなく先進国自身が取り組むユニ
バーサルなもので、日本や米国も取り組んでいる。

総　合(7)  2024 年 12 月号（第 358 号）   

算数・国語・
理科・社会

の力をつかって
SDGsを考えよう

第９回　目標12：つくる責任つかう責任編
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つくる責任
つかう責任12
総　合(9)  2024 年 12 月号（第 358 号）   

ワシントン首都圏
【政府・公共福祉団体等】
■在米国日本国大使館
Embassy of Japan
2520 Massachusetts Ave., NW
Washington, DC 20008
Tel: 202-238-6700
 (開館時間外含む ) 
Fax: 202-328-2187
領事窓口開館時間
9:30am-12:30pm、1:30pm-4pm
(土・日・休館日を除く )
http://www.us.emb-japan.go.jp

■ワシントン日米協会
1819 L St., NW, 2B
Washington, DC 20036
Tel: 202-833-2210
www.jaswdc.org

■ジャパニーズ・アメリカン・
　ケアファンド
c/o Fred M. Packard Center
Annandale Community Park 
4022-B Hummer Road
Annandale, VA 22003-2403
Tel: 703-256-5223
E: carefund@jacarefund.org

www.jacarefund.org
　日系福祉団体。日本語で相談、
説明できるホットラインを設け情
報やサービスを提供 [VA図書室 ]
児童書・絵本を含む７千冊以上の
日本語書籍。貸出無料　火木土
11:00~14:00
[MD図書室 ]  貸出無料　月水土
11:00~14:00 住所 12216 Parklawn 
Dr. Suite.102, Rockville, MD 20852

■ワシントンＤＣ日本商工会
1819 L St., NW, 2Bl
Washington, DC 20036
Tel: 202-463-3947
www.jcaw.org

■セプテンバーハウス
www.septemberhousemajmd.org
E: septemberhousemaj@gmail.com
　自立支援を日本語でサポートす
る非営利団体。生活に必要な手続
き、悩み事の相談、政府や郡から
の援助申請手続き等をお手伝い

【文化・芸能団体】
■日本大使館広報・文化センター
(JICC)
 1150 18th Street NW
Washington, DC 20036
Tel: (202) 238-6900       

E: jjicc@ws.mofa.go.jp
www.us.emb-japan.go.jp　

【学校・保育・教育機関】
■ワシントン日本語学校
借用校舎：Stone Ridge School of 
the Sacred Heart,　9101 Rockville 
Pike, Bethesda, MD 20814
P.O.Box 71 Garrett Park, MD 20895
Tel: 301-962-7410/12
www.wjls.org
　日本の文部科学省より補習授業
校として認可された教育機関

■ワシントン日本語継承センター
Norwood School, 8821 River Road, 
Bethesda, MD
www.keisho.org
E:  info@keisho.org  (日本語 )
　子どもたちに日本語と日本文化
を継承毎週土曜日 9am-12:30pm

■たんぽぽ学園
4810 Oxford St. Kensigton, MD 
(土曜のみ借用）
日本語幼稚部・小学部
E:tanpopolibrary.gmail.com
Tel：240-380-5649
www.tanpopogakuen.org         
   土曜学校！日本語による幼児保
育・小学校教育　

■オーエン・ネットワーク
問い合わせ：E:  info@o-en.net
白田 茜 (Akane Shirata) まで
http://www.o-en.net

　日本語や日本文化に触れる機会を
提供・支援する非営利団体。サマー
キャンプ、スキーを企画。また個人
相談 (特に学校 /教育相談 )も

【政府・公共福祉団体等】
■在ヒューストン日本国総領事館
Consulate-General of Japan at 
Houston, 909 Fannin St., Suite 
3000, Houston, TX 77010 
Phone : (713)652-2977 (代表 ) 
(緊急の場合のみ 24時間対応 )
www.houston.us.emb-japan.go.jp

■ヒューストン日米協会
The Japan-America Society of 
Houston (JASH)
Japan-America Society of Houston
2990 Richmond Ave., Suite 670
Houston, TX 77098Tel: 713-963-
0121
E:  pybrown@jas-hou.org
http://jas-hou.org

■グレーター・ヒューストン
日本人会
Japanese Association of Greater 
Houston (JAGH)
P.O. Box 130954 Houston TX 77219　

E:  jagh.mail@gmail.com
https://www.jagh.org

■ヒューストン日本商工会
Japan Business Association of 
Houston
1880 S. Dairy Ashford Rd., Suite 
170, Houston, TX 77077　　　　　　　　　　　
Tel: 281-493-1512(代表 )
E:  sansuikai@jbahouston.org
www.jbahouston.org

【学校・保育・教育機関】
■ヒューストン日本語補習校
Japanese Language Supplementary 
School of Houston（JLSSH）
借 用 校 舎：Westchester academy 
for International Studies, 901 
Yorkchester Dr, Houston, TX 77079
www.jeihouston.org
P: 281-531-6743（火～金、三水会
センター）、713-973-0659（土、借
用校）
E: jlssh@jeihouston.org

算数・国語・
理科・社会

の力をつかって
SDGsを考えよう

第９回　目標12：つくる責任つかう責任編

SDGs クイズのこたえと解説（問題は７面）
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　現代社会は資本主義経済を発展させ、物質的な豊かさを実現し
てきました。工業化により大量生産が可能となり、消費者の生活
水準の向上が大量消費社会の拡大を促進しました。また、グロー
バリゼーションによってより多くの人が安価に豊富な商品を手に
入れることができるようになりました。しかし同時に、この大量
生産・大量消費に基づく経済システムにより私たちの社会は、自
然が提供できる量を超えた森林資源、水資源、化石燃料、鉱物資
源、土壌資源、海洋資源などの資源を消費するようになり、資源
の枯渇、生物多様性の喪失、海洋汚染、砂漠化、そして地球温暖
化など様々な環境問題を抱えるようになりました。
　世界全体の自然資源消費量は産業革命以降顕著に増加し、1970
年には私たちの社会は地球がもつ資源や再生能力を超えて自然資
源を消費するようになり、現在では、地球１. ７個分の資源を消
費するに至っています。日本も例外ではなく、殊に資源に乏しい
日本では国内資源では国民の生産・消費活動を支えることができ
ず、国内資源量のなんと７倍に相当する資源が消費されています。
資源が豊富なアメリカでも、国内資源量の２倍の資源が消費され
ています。逆に、国内資源量の範囲内で消費活動を行えているの
は、オーストラリアやブラジルなどといった数少ない国だけであ
り、世界の多くの国々は、将来世代の資源を「前借り」して経済
活動を行なっています。
　こうした資源の過剰消費を引き起こす要因の一つに「ファッシ
ョン」の存在があります。アパレルファッション業界では、デ
ザイナーやブランドがシーズンごとに新しいコレクションを発表
してトレンドを生み出すことで、消費者の「新しさ」への欲求を
刺激し、商品の購入を促進してきました。その結果、新しいシー
ズンごとに過去の服が古く見え、流行に遅れを取らないために短
期間で頻繁に新しいものを入手する大量消費のサイクルが生まれ
ました。さらに近年の安価な「ファストファッション」の台頭や
SNSでのインフルエンサーなどの影響により、消費のサイクルが
一層加速し、2000 ～ 14 年の間に服の生産量は 2倍に、消費者の
購入量は 6割増えており、過剰消費が助長されています。
　並行して、トレンドが終わった「ダサい」服は破棄されるとい
う「服の使い捨て文化」も加速しています。世界では、毎秒トラ
ック 1台分の服がゴミとして捨てられているといわれています。
日本国内でも、供給される年間 82万トンの服のうち 90%は 1年
以内にゴミとして捨てられ、アメリカでは毎年 500 億枚もの服が
埋立地に送られています。
　この膨大な量の服のゴミを減らすために、最近では不要になっ
た服を回収してリサイクルする「テイクバックプログラム」を提
供する企業や団体が増えてきました。パタゴニアやノースフェイ
スなどは自社の服を回収して修繕しそれをリファービッシュ品と

して再販売する取り組みを、そしてナイキやプーマ、アディダス
やH&Mなどは自社製品だけでなく他のブランドの服や靴も回収
し、リサイクルに回す取り組みを行っています。これらの取り組
みは、服の廃棄を減らし、リサイクルによって資源を再利用する
ことで、環境への負荷を軽減する一助となります。しかし、根本
的な解決には生産者・消費者の意識改革が求められています。
　そういった意識改革へのヒントとなるのが日本の「もったいな
い」精神の再考かもしれません。ノーベル平和賞を受賞したケニ
ア出身の環境保護活動家ワンガリ・マータイさんが、日本の「も
ったいない」に感銘を受けて「MOTTAINAI」キャンペーンを始め
たことで一躍世界でも有名になりましたが、「もったいない」は
日本文化における重要な概念の一つです。
　この概念は長い日本の歴史の中で形成され発展してきました
が、その中でも、江戸時代の儒教の存在が大きかったようです。
儒教が美徳として重んじた「節約」や「倹約」の理念が、無駄遣
いを戒め、モノを大切に使うという江戸時代の家庭や社会の道徳
観の形成に深く影響を与え、結果的に「もったいない」精神の基
盤を築きました。さらに、鎖国によって資源の出入りが制限され、
国内資源が限られていたという時代背景もこの「もったいない」
精神を強化する要因となりました。限られた資源を有効に活用し、
再利用することが求められたため、さまざまなリサイクル業者が
現れ、下駄や傘、食器、鍋や釜、農具などの壊れたものは修理業
者によって「リペア」され、服は古着屋で「リユース」されてい
ました。また「灰買い」という業者によって、薪や藁を燃やした
後のかまどの灰は「リサイクル」され、肥料や洗剤、染料、アク
抜き、傷薬などさまざまな用途に利用されていました。
　SDGs の 12番目の目標「つくる責任つかう責任」では、３Ｒ（リ
デュース・リユース・リサイクル）を推進し、ゴミの発生量を減
らし、資源の無駄遣いを減らすことを目指しています。近年では
３Ｒにリフューズとリペアが加わって５Ｒが主流となっています
が、日本の「もったいない」精神は、これらのＲとは異なり、「リ
スペクト」というＲで表現されることがあります。つまり、モノ
に対する敬意や愛情の心こそが「もったいない」の本質だという
解釈です。そしてこの「リスペクト」こそが、日本が育んできた、
そして大切にしてきたモノとの関わり方であり、これからの生産
・消費活動における意識改革の重要なヒントを示しているのでは
ないでしょうか。
　年末が近づき、そろそろ大掃除の時期です。今年は、６つのＲ
を意識しながら家の汚れや不要なモノと向き合ってみようと思い
ます。皆様、今年の頭から始まった連載をご覧いただき誠にあり
がとうございました。どうぞ素晴らしい年末年始をお過ごしくだ
さい。

ヒューストン
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↓全米の最新お仕事情報↓
www.iiicareer.com

DC エリア
(DC) 
Admin Assistant $20-25/h
日系企業での事務職。日本語・
英語　週 3~4日　20-30時間程
度。1月以降開始予定

(VA/Dulles) 
Airport Customer Service  $18.5/h-
8:45am-13:15pm（ 夏 時 間 ）
7:30-12:00(冬時間）, 週３以上、
週４働ける方優遇。パーキング
有り、制服貸与 , 航空券社員割
引制度あり , 日本語必須・英語。
訓練期間は $16.5/h

House Goods Coordinator $20/h
お引越しクルーのコーディネー
ター。Ful Time。日本語必須、
英語。運転免許必要。出張あり。
土日祝日休み。健康保険あり。

Packing Staff $19/h
お引越しのパッキングのお仕
事。食器や小さな家財道具の梱
包。週３程度お仕事のできる方
希望。春夏の繁忙期だけの方も
考慮。土日祝日お休み。日本語
必須・英語

Moving Coordinator $35K- 
Full Time position.  日本語必須。
お引越しの小さな家財道具の梱
包。事務処理。健康保険、有給
休暇、Paid Sick Leave, 401k 

(MD/Savage MD)
Office Clark $22/h
Full Time position.  8:30-17:00 
8h/day. English must other 
language is a plus. Health 
insurance, 401k, Paid vacation 
and sick leave

D.C. オフィス
連絡先：571-384-7117

dc@iiicareer.com

NY&NJ エリア
(WFH) Credit Analyst $60-80K
Corporate Planning Mgr $50-90K
Travel Agent  $44K
Sr. Accountant $85-90K
Business Analyst  $80-95K
IT Sales Rep $55-70K
J/E Administrative Assistant $22/h
J/E IT Project Manager  $85-130K
(NJ) Sales Assist/Cust Svc $25/h
(NJ) Sales Rep $60-65K

NY ／ NJ オフィス
連絡先：212-391-9111

ny@iiicareer.com

ヒューストン・エリア
J/E Dept Chief (Relocation)
 $52-83K
Coordinator/Cust Svc 
(Relocation)  $20-23/h
Inside & Outside Sales $60K
Operation Agent (Export) $23/h-
Inside & Outside Sales $60K
Accounting Mgr $65K
Administrative Assistant III $54-59K

ヒューストンオフィス

連絡先：713-968-9895
txsales@iiicareer.com

ダラス・エリア
J/E  Sales Marketing Engr $55-75K
J/E Office Admin $48-55K
J/E HR Generalist $60-70K
J/E Sr Network Operation Engr
 $70-95K
J/E Accountant $55-60K

ダラス (Business Partner)
Gephyro Consulting

連絡先：214-763-2244
dallas@iiicareer.com

アトランタ・エリア
Japanese Teacher $25/h
Moving Staff $40-42K
J/E Electrical Design Engr $50-80K
Import/Export Agent $50K-
J/E Warehouse Cust Svc $48-52K
J/E Moving Customer Svc $40-50K
(AL) J/E Admin Assistant $48-60K

アトランタオフィス
連絡先：770-392-9111

atl@iiicareer.com

シンシナティ・エリア
J/E Admin Assistant $50K-
Project Manager  $60K-
(KY) Sales Assist $44-50K
(KY) Personal Lines Cust Svc 
Rep $43K
(KY) J/E Production Control 
Specialist $22/h
(KY) J/E Investment Analyst $100K
(KY) J/E Outside Sales Rep $46K
(KY) Sales Supervisor $74-76K

シンシナティオフィス
連絡先：859-816-2819

midwest@iiicareer.com

シカゴ・エリア
J/E Cust Svs (Moving) $39-44K
J/E Tech Support Specialist $60K-
J/E Accounting/Office Admin 
$48-60K

シカゴオフィス
連絡先：224-803-1753
chicago@iiicareer.com

ロサンゼルス・エリア
J/E Marketing/Purchasing $48K
J/E Freight Forwarding Super 
 $50-60K
J/E Sales Rep $45-51K
Accounting Mgr $70-85K
Sales Mgr (Meat, Seafood)  $90-110K
Sales Rep $65-80K
Sales Mgr (Quartz Glass)  $90-96K
Biz Development Engineer $90-96K
(HI) Property Specialist $50-80K

ロサンゼルスオフィス
連絡先：310-414-9111
lajobs@iiicareer.com

シリコンバレー・エリア
Account Mgr/Sales Rep $70-90K
Sr Accountant  $90-100K
Account Mgr $60-80K
Sales $65-80K
J/E Inside sales $70-80K
J/E Operation Assistant $21.50-25/h

シリコンバレーオフィス
連絡先：408-973-7890

sv@iiicareer.com

iiicareer 新規登録
キャンペーン実施中

お友達ご紹介キャンペーン実施中！

期間中に iiicareer に新規登録された先着 30名の方
にささやかなギフトを差し上げます。お住まいの地
域で使えるコーヒーギフト券、お食事券など、内容
はお楽しみに！
■期間：2024年 9月 1日 ～ 2025年 3月 31日 
　（30名に達した時点でキャンペーン終了）
■対象地域：DC、MD、VA、ヒューストン（郊外を
含む）にお住まいの方
■対象：期間中に iiicareer に新規登録された先着 30名
■登録方法：iiicareerのホームページ　
　Applicantsページよりご登録ください。
https://www.iiicareer.com/applicant/en/registration.php

iiicareer にご登録されたことの
ないお友達をご紹介頂き、その
方が期間内にお仕事が決まった
場合、ご紹介者と就職決定者に 
Amazon e-Gift Card をお送りし
ます。あるいは、すでに弊社に
登録いただいている方ご自身の
就職・転職が期間内に決まった
場合も、贈呈します。
■ 期 間：2024 年 9 月 1 日 ～ 
2025年 3月 31日
■対象地域：全米
■対象
①弊社に登録されたことがない
方のご紹介：
期間内に新規登録をされお仕事
が決まった場合、あなたとお友
達にそれぞれ贈呈
②すでにご登録いただいている
方ご自身の就職・転職：

期間内にご就職が新たに決まっ
た方、他社から転職してお仕事
が決まった方に贈呈
■ Amazon e-Gift Card*
・直接雇用のお仕事：お仕事開
始から 90日後に $250贈呈
・派遣のお仕事：お仕事開始
から 200時間を超えた時点で
$100贈呈
■応募方法
・お友達のお名前と連絡先（新
規登録者をご紹介いただく場
合）
・ キ ャ ン ペ ー ン コ ー ド
「iiiFriend2025」をご明記の上、
interesse@iiicareer.com へご連
絡ください。

　*直接雇用の場合、W-9をご
提出いただく必要があります。

2024年9月1日 〜 2025年3月31日
期間中iiicareerに新規登録された方先着30名に

ミステリーギフト*をプレゼント
*お住まいの地域で使えるギフト券など

2024年11月1日〜2025年3月31日
Amazon e-Gift Card up to $250 プレゼント！

スクール
尾上流　菊由起の会

日本舞踊で美しい姿勢と身体作り
Tel: 703-631-2163
www.onoedance.com

弁護士
吉岡咲子

移民法
Family & Employment Cases
PO BOX 941285
Houston TX 77094
832-680-7289 Office
866-592-1134 Fax
sakiko@syoshiokalaw.com

日本語ネーティブの
お引越し部門での
コーディネーター急募

勤 務 地 :  Houston, TX 77032 (朝はオフィスへ集合）、
その後 Houston市内のお客様宅にて勤務。

 オースティンやサンアントニオへ出張があ
る場合も基本オフィスから出発

仕事内容 :  お客様宅 (引越現場・オンサイト）での日
本語でのお引越サポート、カスタマーサー
ビス（接客）

 壊れ物や軽い生活品などの現場でのパッキ
ング作業

 お客様へ通関に必要となる書類説明、輸出
入禁制品のご案内等

 短期での出張（テキサス内、もしくはルイ
ジアナなど１泊程度、月数回程度）：チー
ムで移動となる為、特に運転の必要などは
無し

時　　給 :  時給 20－ 25ドル、週 40時間以上の勤務
には残業代別途支給あり

 短期出張中はホテル代、朝食、ランチ代な
ど完備

 ＊以上の業務内容に加え、もしも運搬入の
力仕事が出来るスペックの候補者には更に
プラスの時給を考慮

応募条件 :  午前 7-8時くらいに出発し、夕方くらいに
は勤務終了（毎日早い時間での勤務）

 月曜日から金曜日までの平日（週末に入る
場合は別途残業代支給）

-------------------------------------------------------------------------
お問い合わせは、ヒューストン支店　桑原まで

txsales@iiicareer.com 281-451-7888

DC・HOU限定スペシャル！
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●編集後記●

Brain rot
　
　 英 オ ク ス フ ォ ー ド 大 学 出
版 局 が 選 ん だ 今 年 の 言 葉 は

「brain rot」（脳の腐敗）。「取
るに足らないオンラインコン
テンツの過剰消費による精神
的または知的状態の悪化」の
こととか。この言葉が初めて
登場したのは1854年のソロー
の小説『ウォールデン 森の生
活』だそうですが、ここに来
て SNS のやりすぎは脳に悪い
ということで大復活したよう
です。（編集長・武末幸繁）
＊次号は新年号、1 月 1 日発
行です。



　
シ
ル
バ
ー
ス
プ
リ
ン
グ
に
ク
リ
ア
ー
ス
プ
リ
ン
グ
鍼
灸
院
を
昨

年
開
設
し
た
鍼
灸
師
の
圓
岡
悦
子
さ
ん
。
前
号
の
続
き
と
し
て
、

メ
リ
ー
マ
ウ
ン
ト
大
学
卒
業
後
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
話
を
訊

い
た
。（
聞
き
手
・
本
紙
編
集
長
武
末
幸
繁
）

こ
こ
に
た
ど
り
着
く
た
め
の

道
の
り
だ
っ
た
と
思
え
る

　
ー
メ
リ
ー
マ
ウ
ン
ト
大
を

出
ら
れ
て
か
ら
は
？

　

卒
業
後
は
、
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ

プ
キ
ン
ス
病
院
の
血
液
腫
瘍

科
病
棟
で
、
１
年
間
ほ
ど
看
護

師
と
し
て
働
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
２
０
０
１
年
に
モ
ン

ゴ
メ
リ
ー
郡
の
学
校
保
健
課

に
就
職
し
、
ス
ク
ー
ル
ナ
ー

ス
と
し
て
働
き
始
め
ま
し
た
。

２
０
０
０
年
に
最
初
の
結
婚

を
し
て
、
４
年
後
に
息
子
が
生

ま
れ
、
出
産
後
８
週
間
で
仕
事

に
復
帰
し
ま
し
た
。
息
子
を
朝

早
く
か
ら
保
育
所
に
預
け
な

が
ら
の
仕
事
復
帰
は
大
変
で

し
た
。
た
だ
、
ス
ク
ー
ル
ナ
ー

ス
の
仕
事
は
好
き
で
し
た
。
特

に
最
後
に
担
当
し
た
高
校
で

は
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
と

い
っ
て
、
保
健
室
、
ク
リ
ニ
ッ

ク
と
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

が
併
合
さ
れ
て
い
る
特
別
な

設
定
で
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
セ
ラ
ピ
ス

ト
、
青
少
年
育
成
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
職
種

の
方
々
と
共
に
チ
ー
ム
で
生

徒
さ
ん
達
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

し
た
。
と
て
も
忙
し
か
っ
た
で

す
が
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事

で
し
た
。

　

ー
や
り
が
い
が
あ
っ
た
け

し
、
２
０
１
６
年
に
地
域
保
健

課
に
移
り
、
３
年
ほ
ど
保
健
師

と
し
て
働
き
ま
し
た
。

　
ー
鍼
灸
師
に
な
ろ
う
と

思
っ
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

　

両
親
の
影
響
も
あ
り
、
元
々

東
洋
医
学
に
は
興
味
が
あ
り

ま
し
た
。
実
は
、
メ
リ
ー
ラ
ン

ド
・
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
・
オ

ブ
・
イ
ン
テ
グ
レ
ー
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
（
Ｍ
Ｕ
Ｉ
Ｈ)　
へ
は
、

入
学
を
決
意
す
る
５
年
前
に

訪
ね
て
行
っ
た
事
が
あ
る
の

で
す
。
そ
の
時
、
東
洋
医
学
、

ア
ユ
ル
ベ
ー
ダ
、
ヨ
ガ
セ
ラ

ピ
ー
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ヘ
ル
ス
の

分
野
が
学
べ
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
そ
の
時
点
で
は
息
子

が
小
さ
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

断
念
し
ま
し
た
。
後
に
背
中
を

押
さ
れ
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
の
は
、
鍼
灸
師
の
ロ
ビ
ン
・

ゴ
ー
ド
ン
先
生
に
出
会
っ
た

こ
と
が
大
き
い
で
す
。
花
粉
症

に
悩
ま
さ
れ
て
治
療
を
受
け

に
行
っ
た
わ
け
で
す
が
、
毎
週

通
っ
て
い
る
と
鍼
の
力
っ
て

圓岡悦子（まるおか・えつこ）プロフィール

　1966年、山口県山口市生まれ。1988年、山口赤十
字看護専門学校卒業。看護師として地元の日赤病院に
勤務。1992年のセビリア万博で国際赤十字のボラン
ティア活動。国際救護員としてのトレーニングを受け、
93年には公衆衛生の仕事でスリランカに半年間派遣さ
れる。96年、米国に留学し、メリーマウント大学を 99
年に卒業。看護学　学士号取得。ジョンズ・ホプキン
ス病院勤務を経て、モンゴメリー郡の学校保健課に入
りスクールナースを 12年間務める。その後、３年半、
学校保健課のナースマネジャーとして勤務、３年間地
域保健課勤務を経て、2019年にメリーランド・ユニバー
シティ・オブ・インテグレーティブ・ヘルス（MUIH）
に入学し鍼灸や東洋医学を学び、鍼の修士号取得。卒
業後、23年にシルバースプリングにクリアースプリン
グ鍼灸院を開設。家族は夫と息子一人。鍼灸院のウェ
ブサイトは www.clearspringacupuncturemd.com

一
人
ひ
と
り
と
向
き
合
う
仕
事
を
求
め
て
【
後
編
】

圓
岡
悦
子
さ
ん
（
鍼
灸
師
・
看
護
師
、
ク
リ
ア
ー
ス
プ
リ
ン
グ
鍼
灸
院
経
営
）

ど
辞
め
ら
れ
た
？

　

２
０
１
３
年
に
、
そ
れ
ま
で

の
経
験
が
評
価
さ
れ
、
同
じ

学
校
保
健
課
で
ナ
ー
ス
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
し
て
働
く
と
い
う

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
機
会

が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
当
初
は

や
り
が
い
を
感
じ
、
意
味
の
あ

る
挑
戦
だ
と
信
じ
て
頑
張
っ

て
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
管
理

と
い
う
仕
事
自
体
に
疑
問
を

感
じ
始
め
ま
し
た
。
改
め
て
自

分
を
見
つ
め
な
お
し
、
や
は
り

私
が
満
足
を
得
ら
れ
る
の
は
、

間
接
的
に
で
は
な
く
、
直
接
患

者
さ
ん
や
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と

関
わ
る
仕
事
な
の
だ
と
い
う

こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
頃
か
ら
少
し
づ
つ
方

向
転
換
は
始
ま
っ
て
い
た
と

思
い
ま
す
。
第
一
歩
と
し
て
管

理
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
決
意

多
様
性
の
あ
る
カ
ッ
ピ
ン
グ

時
に
は
指
圧
も
行
う

て
仕
事
を
辞
め
、
Ｍ
Ｕ
Ｉ
Ｈ
の

大
学
院
に
入
学
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
３
年
半
ほ
ど
学
業

に
専
念
し
、
２
０
２
２
年
に
卒

業
し
て
、
鍼
の
免
許
を
取
り
ま

し
た
。
そ
し
て
２
０
２
３
年
の

初
め
、
鍼
灸
院
を
開
い
た
わ
け

で
す
。
選
ん
だ
と
言
い
ま
す

か
、
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
そ

れ
ま
で
の
色
々
な
経
験
も
、
こ

こ
に
た
ど
り
着
く
た
め
の
道

の
り
だ
っ
た
ん
だ
な
と
い
う

気
が
し
ま
す
。
患
者
さ
ん
と
向

き
合
っ
て
、
そ
の
方
の
苦
痛
が

少
し
で
も
和
ら
ぎ
、
よ
り
健
康

に
生
き
て
い
け
る
よ
う
に
お

手
伝
い
す
る
こ
と
は
本
当
に

や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
ね
。

 

心
と
体
の
総
合
医
療

鍼
治
療
を
普
及
さ
せ
た
い

 　
ー
診
療
は
ど
う
い
う
感
じ

な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

も
ち
ろ
ん
鍼
と
お
灸
が
中

心
で
す
が
、
カ
ッ
ピ
ン
グ
や
遠

赤
外
線
ラ
ン
プ
を
併
用
し
た

り
、
必
要
に
応
じ
て
電
気
鍼
療

法
も
使
っ
て
い
ま
す
。
鍼
と
い

え
ば
、
一
般
的
に
は
痛
み
の
治

療
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
実
は
も
っ
と
広
範

囲
に
適
応
で
き
る
の
で
す
。
例

え
ば
、
慢
性
疲
労
、
不
眠
症
、

生
理
不
順
、
更
年
期
障
害
、
不

安
症
状
、
消
化
器
系
や
呼
吸
器

系
疾
患
な
ど
で
す
。
鍼
の
い
い

と
こ
ろ
は
、
例
え
ば
膝
が
痛
く

て
来
ら
れ
た
と
し
て
も
、
膝
の

治
療
が
進
む
過
程
で
、
気
持
ち

が
軽
く
な
っ
た
と
か
、
夜
眠
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
か
、
エ
ネ

診療風景

ル
ギ
ー
が
湧
い
て
き
た
な
ど
、

そ
の
他
の
良
い
効
果
も
徐
々

に
現
れ
て
く
る
と
こ
ろ
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
鍼
治
療

が
た
だ
単
に
、
部
分
的
な
支
障

を
取
り
除
く
事
だ
け
に
焦
点

を
置
い
て
い
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
方
全
体
が
よ
り
健
康
に

な
り
、
ご
自
身
の
自
然
治
癒
力

を
最
大
限
に
生
か
せ
る
よ
う

お
手
伝
い
す
る
事
も
目
的
と

し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
、
心

と
体
が
表
裏
一
体
だ
と
い
う

事
は
、
日
々
患
者
さ
ん
と
向
き

合
わ
せ
て
い
た
だ
く
中
で
新

た
め
て
強
く
感
じ
る
こ
と
で

す
し
、
治
療
の
指
標
と
し
て
大

切
に
し
て
い
ま
す
。

　

ー
患
者
さ
ん
は
ど
ん
な
方

が
多
い
で
す
か
？

　

い
ろ
い
ろ
な
年
齢
層
の
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
鍼

に
恐
怖
心
を
持
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
方
に
も
、
そ
の
方
が
リ

ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
方
法
で
対

応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
日
本
人
の
鍼
灸
師
を
探
し

て
来
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
今

の
と
こ
ろ
患
者
さ
ん
の
約
３

割
が
日
本
の
方
で
す
ね
。

　

米
国
で
は
こ
こ
20
年
く
ら

い
の
間
に
鍼
治
療
へ
の
理
解

が
よ
り
深
ま
っ
て
き
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
研
究
発
表
な
ど

も
増
え
て
い
ま
す
し
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ

（
世
界
保
健
機
構
）
も
１
０
０

種
類
を
超
え
る
疾
患
や
症
状

に
、
鍼
の
適
応
を
奨
励
し
て
い

ま
す
。
私
の
鍼
灸
院
に
も
、
お

医
者
さ
ん
か
ら
鍼
を
勧
め
ら

れ
て
来
た
と
い
う
患
者
さ
ん

が
よ
く
お
見
え
に
な
る
よ
う

に
な
り
、
健
康
保
険
が
使
え
る

場
合
も
多
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
も
っ
と
理

解
が
深
ま
り
、
よ
り
多
く
の
方

が
気
軽
に
鍼
治
療
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
と

い
い
で
す
ね
。

　

ー
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

インタビュー(11)  2024 年 12 月号（第 358 号）   

そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
、
あ
ら
ゆ

る
面
で
サ
ポ
ー
ト
に
な
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま

し
た
。
仕
事
上
の
ス
ト
レ
ス
が

溜
ま
っ
て
い
る
時
も
鍼
治
療

を
受
け
て
心
が
落
ち
着
き
、
新

た
な
気
持
ち
で
難
関
に
立
ち

向
か
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

や
っ
ぱ
り
心
と
体
は
表
裏

一
体
で
、
体
が
良
く
な
れ
ば
心

も
楽
に
な
っ
て
く
る
し
、
心
が

元
気
に
な
っ
て
く
る
と
体
調

も
良
く
な
る
。
私
が
や
り
た

か
っ
た
の
は
こ
う
い
っ
た
事

の
手
助
け
を
す
る
事
だ
っ
た

ん
だ
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
と
は
言
え
、
長
い
間

か
け
て
確
立
し
た
職
業
を
離

れ
、
新
し
い
分
野
に
飛
び
込
む

と
い
う
の
は
、
正
直
怖
か
っ
た

で
す
。
そ
れ
で
も
、
最
終
的
に

は
２
０
１
９
年
に
思
い
切
っ
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Now recruiting students, all ages, 
and all experience levels for

2025 - 2026 productions.
First 4 weekly lessons in the 

National Capital Area  FREE !!!

Book the Kikuyuki Dancers 
to perform at your event. 

Schools, weddings, muse-
ums,businesses, govern-

ment agencies, and more !!
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